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川川 上上 村村

「吉野川源流－水源地の森」「吉野川源流－水源地の森」
の両生類の両生類

((株株))環境総合環境総合テクノステクノス

2009年8月9日 やまぶきホール研修室 22

水源地の森の概要水源地の森の概要

 吉野川源流の三之公地区にある手つかず吉野川源流の三之公地区にある手つかず
の天然林。の天然林。

 貴重な天然林を後生に引き継ぐために、川貴重な天然林を後生に引き継ぐために、川
上村が約上村が約740ha740haを購入。を購入。

 標高が約標高が約500m500m～～1000m1000mと標高差がある。と標高差がある。

 ブナ、モミ、ツガ、トガサワラをはじめ、貴重ブナ、モミ、ツガ、トガサワラをはじめ、貴重
な樹木（大木）が生育。な樹木（大木）が生育。

33

「水源地の森」の位置「水源地の森」の位置
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水源地の森の様子水源地の森の様子

55

水源地の森での両生類調査水源地の森での両生類調査

 水源地の森にどのような両生類が生息して水源地の森にどのような両生類が生息して
いるのだろう？いるのだろう？

 それでは、調査してみよう！それでは、調査してみよう！

 両生類は生活サイクルを送るために、水陸両生類は生活サイクルを送るために、水陸
両方が必要なので、環境の変化に敏感。両方が必要なので、環境の変化に敏感。

66

水源地の森での調査の方法水源地の森での調査の方法

 調査期間：調査期間： 20022002年年1212月～月～20032003年年1111月月

20072007年年 55月～月～20082008年年1111月月

 沢沿いを中心に、できるだけ万遍なく水源地沢沿いを中心に、できるだけ万遍なく水源地
の森を歩いて両生類を探索する。の森を歩いて両生類を探索する。

とにかく歩く！
探す！

鳴き声を聴く 石をおこす
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水源地の森の両生類目録水源地の森の両生類目録

 有尾目有尾目 CAUDATACAUDATA

 サンショウウオ科サンショウウオ科 Hynobiidae
 オオダイガハラサンショウウオオオダイガハラサンショウウオ Hynobius boulengeri (Thompson, 1912)

 コガタブチサンショウウオコガタブチサンショウウオ Hynobius yatsui Oyama, 1947

 イモリ科イモリ科 Salamandridae
 アカハライモリアカハライモリ Cynops pyrrhogaster (Boie, 1826)

 無尾目無尾目 ANURAANURA

 ヒキガエル科ヒキガエル科 Bufonidae
 ナガレヒキガエルナガレヒキガエルBufo torrenticola Matsui, 1976

 アカガエル科アカガエル科 Ranidae
 タゴガエルタゴガエル Rana tagoi Okada, 1928

 タゴガエル小型種タゴガエル小型種 Rana sp.

 ナガレタゴガエルナガレタゴガエル Rana sakuraii Matsui et Matsui, 1990

 ツチガエルツチガエル Rana rugosa Temminck et Schlegel, 1838

 アオガエル科アオガエル科 Rhacophoridae
 シュレーゲルアオガエルシュレーゲルアオガエル Rhacophorus schlegelii (Gunter, 1859)

 カジカガエルカジカガエル Buergeria buergeri (Temminck et Schlegel, 1838)

２目５科１０種の両生類が

確認された。

88

オオダイガハラサンショウウオオオダイガハラサンショウウオ

春春 夏夏 秋秋 冬冬

産卵 幼生*

越冬幼生**

幼体

 分布：紀伊半島・四国・九州（日本固有種）分布：紀伊半島・四国・九州（日本固有種）

 全長：全長：1515～～2020ｃｍｃｍ

 小型サンショウウオの中では最も大きい（日本産）小型サンショウウオの中では最も大きい（日本産）

 奈良県指定の天然記念物奈良県指定の天然記念物

生活サイクル（推定）

変態？
（上陸）
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オオダイガハラサンショウウオオオダイガハラサンショウウオ

卵のう 幼生

成体

1010

オオダイガハラサンショウウオオオダイガハラサンショウウオ

成体

・全長：15～20cm

・体色：紫がかった青色

・繁殖期以外は、林床（森の地面）で生活

・クモ類・昆虫類・ミミズ類（シーボルト
ミミズ）を食べる

1111

オオダイガハラサンショウウオオオダイガハラサンショウウオ

卵のう（卵の入った袋）

産卵場所

・水源地の森では3～4月に産卵
される

・卵嚢の中には10～25個の卵が
入っている

産卵場所は沢の源流部

1212

オオダイガハラサンショウウオオオダイガハラサンショウウオ

幼生

幼生の生息場所

・幼生は外鰓（がいさい）をもつ

・体色は、褐色地にまだら模様がある（変異あり）。

・生まれた年に変態する場合と、越年して変態す

る場合がある

流れの緩やかなよどみの石
の下にいる（昼間）

※幼生：カエルではオタマジャクシにあたる
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1313

オオダイガハラサンショウウオオオダイガハラサンショウウオ

 確認地点図を入れる。確認地点図を入れる。

卵のうが見つかった場所

幼生が見つかった場所

水源地の森で、産卵が行われるのは標高
が800m程度の源流部

幼生がすんでいるのは沢の上流部
で魚がすんでいない所

1414

コガタブチサンショウウオコガタブチサンショウウオ

春春 夏夏 秋秋 冬冬

産卵？

 分布：中部・近畿・四国・九州（日本固有種）分布：中部・近畿・四国・九州（日本固有種）

 全長：８～１０全長：８～１０cmcm

 地下の伏流水に産卵するとされている地下の伏流水に産卵するとされている

 近畿地方での産卵場所は明らかにされていない近畿地方での産卵場所は明らかにされていない

生活サイクル（推定）

？

水源地の森では成体しか確認さ
れておらず、詳細な生活サイク
ルは不明

1515

コガタブチサンショウウオコガタブチサンショウウオ

成体全長：8～10cm

体色：紺褐色の地に白灰色のまだら模様が
ある

繁殖期以外は、林床（森の地面）で生活

1616

コガタブチサンショウウオコガタブチサンショウウオ

探す方法

礫（れき）が堆積した斜面

成体の越冬場所

1717

アカハライモリ（イモリ）アカハライモリ（イモリ）

春春 夏夏 秋秋 冬冬

産卵？ 幼生？

 分布：本州・四国・九州・淡路島など（日本固有種）分布：本州・四国・九州・淡路島など（日本固有種）

 全長：全長：77～～99ｃｍｃｍ

 背面は黒色、腹は赤橙色に黒い斑紋背面は黒色、腹は赤橙色に黒い斑紋

 雑食性雑食性

生活サイクル（推定）

？

水源地の森では成体しか確認されておらず、詳
細な生活サイクルは不明

1818

アカハライモリ（イモリ）アカハライモリ（イモリ）

成体（♂）

成体（♀）

尾は急に細くなる

尾は徐々に細くなる
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アカハライモリ（イモリ）アカハライモリ（イモリ）

成体（水源地の森産）

参考：成体（京都産）

参考：幼生（京都産）

成体の斑紋の変異と幼生

※幼生：カエルではオタマジャクシにあたる 2020

アカハライモリ（イモリ）アカハライモリ（イモリ）

流れの緩やかなよどみや
水たまりで生活している

成体の生息場所

2121

ナガレヒキガエルナガレヒキガエル

春春 夏夏 秋秋 冬冬

産卵 幼生？

 分布：本州（中部から近畿）の一部（日本固有種）分布：本州（中部から近畿）の一部（日本固有種）

 体長：体長：77～～1717ｃｍｃｍ

 流水に産卵する唯一のヒキガエル類流水に産卵する唯一のヒキガエル類

 体色には変異が大きい体色には変異が大きい

生活サイクル（推定）

変態？
（上陸）

2222

ナガレヒキガエルナガレヒキガエル

成体（♂）

成体（♀）

2323

ナガレヒキガエルナガレヒキガエル

ナガレヒキガエルの特徴

鼓膜（こまく）が
不明瞭

四肢が長い

水かきが発達

ヒキガエルと
比べて

2424

ナガレヒキガエルナガレヒキガエル

卵塊

長いひも状

（ひもはゼリー状）

産卵場所

流れのゆるやかな淵
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2525

ナガレヒキガエルナガレヒキガエル

幼生

群れている幼生

口が大きい

2626

ナガレヒキガエルナガレヒキガエル

卵塊もしくは幼生群が
見つかった場所水源地の森で、産卵が行われるのは標高

が600m程度の流れのゆるやかな淵

2727

タゴガエルタゴガエル

春春 夏夏 秋秋 冬冬

産卵 幼生？

 分布：本州・四国・九州・淡路島など（日本固有種）分布：本州・四国・九州・淡路島など（日本固有種）

 体長：体長：33～～66ｃｍｃｍ

 繁殖期に雄は、水のしみ出る岩の隙間でグッ・グッ繁殖期に雄は、水のしみ出る岩の隙間でグッ・グッ
と鳴くと鳴く

 幼生は餌を食べずに変態できる幼生は餌を食べずに変態できる

生 活 サ イ ク ル （ 推 定 ）

変態？
（上陸）

2828

タゴガエルタゴガエル

成体（♂）

参考：成体（京都産）

繁殖時期には皮膚がたるむ

体色には変異がある

2929

タゴガエルタゴガエル

成体

卵塊の一部

のどから（腹部にかけて）まだら模様

岩の間の浸みだし水に産卵

タゴガエルの特徴

3030

タゴガエル小型種タゴガエル小型種

春春 夏夏 秋秋 冬冬

産卵？

 分布：近畿地方（日本固有種）分布：近畿地方（日本固有種）

 体長：タゴガエルよりも小型体長：タゴガエルよりも小型

 タゴガエルよりも早い時期に繁殖するタゴガエルよりも早い時期に繁殖する

生活サイクル（推定）

？

水源地の森では成体しか確認さ
れておらず、詳細な生活サイク
ルは不明
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3131

タゴガエル小型種タゴガエル小型種

成体

成体（腹面）

3232

ナガレタゴガエルナガレタゴガエル

春春 夏夏 秋秋 冬冬

産卵幼生？

 分布：近畿・中部・関東・北陸（日本固有種）分布：近畿・中部・関東・北陸（日本固有種）

 体長：体長：44～～66ｃｍｃｍ

 渓流に産卵する唯一のアカガエル類渓流に産卵する唯一のアカガエル類

 タゴガエルと比べて水かきが発達するタゴガエルと比べて水かきが発達する

生活サイクル（推定）

変態？
（上陸）

3333

ナガレタゴガエルナガレタゴガエル

成体（♂）

成体（♀）

3434

ナガレタゴガエルナガレタゴガエル

卵塊の一部

水かきが発達することが特徴

後ろ脚
ナガレタゴガエルの特徴

3535

ツチガエルツチガエル

春春 夏夏 秋秋 冬冬

 分布：北海道・本州・四国・九州・淡路島など（日本分布：北海道・本州・四国・九州・淡路島など（日本
固有種）固有種）

 体長：体長：44～～55ｃｍｃｍ

 体表にはイボが多く、体から独特の臭いを出す体表にはイボが多く、体から独特の臭いを出す

 水源地の森では成体が一度目撃されただけ水源地の森では成体が一度目撃されただけ

生活サイクル（推定）

水源地の森では成体しか確認さ
れておらず、詳細な生活サイク
ルは不明

？
3636

ツチガエルツチガエル

ツチガエル（京都産）

参考：ヌマガエル（大阪産）ツチガエルと外見が
よく似た種類
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3737

ツチガエルツチガエル

ツチガエル腹面（京都産）

ツチガエル幼生（京都産）

ツチガエルの特徴

3838

シュレーゲルアオガエルシュレーゲルアオガエル

春春 夏夏 秋秋 冬冬

産卵？ 幼生？

 分布：本州・四国・九州・淡路島など（日本固有種）分布：本州・四国・九州・淡路島など（日本固有種）

 体長：体長：33～～55ｃｍｃｍ

 泡に包まれた卵を土の中に産む泡に包まれた卵を土の中に産む

 体色は暗褐色から緑色。四肢の指の吸盤が発達体色は暗褐色から緑色。四肢の指の吸盤が発達

生活サイクル（推定）

水源地の森では成体しか確認さ
れておらず、詳細な生活サイク
ルは不明

？

3939

シュレーゲルアオガエルシュレーゲルアオガエル

卵塊（京都産）

成体

泡に包まれた卵を土中に産む

モリアオガエルと近縁

4040

カジカガエルカジカガエル

春春 夏夏 秋秋 冬冬

産卵？ 幼生？

 分布：本州・四国・九州・淡路島など（日本固有種）分布：本州・四国・九州・淡路島など（日本固有種）

 体長：体長：44～～77ｃｍｃｍ

 美しい雄の鳴き声で有名美しい雄の鳴き声で有名

 アオガエル科だが緑色になることはないアオガエル科だが緑色になることはない

生 活サイ クル （ 推定 ）

水源地の森では成体しか確認さ
れておらず、詳細な生活サイク
ルは不明

？

4141

カジカガエルカジカガエル

成体（♂）

成体（♀）

4242

カジカガエルカジカガエル

四肢の指には吸盤（きゅうばん）が発達
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4343

カジカガエルカジカガエル

確認地点
（鳴き声・成体）水源地の森で、カジカガエルが見られる

のは川幅のやや広いところ

4444

今、水源地の森で起こっていること今、水源地の森で起こっていること

 シカの食害による草本・低木の消失シカの食害による草本・低木の消失

 近年の局所的集中豪雨近年の局所的集中豪雨

 草本・低木層の消失による微環境の変化草本・低木層の消失による微環境の変化

 斜面崩壊・沢が土砂で埋まる斜面崩壊・沢が土砂で埋まる

両生類の繁殖場所・生息場所の環境悪化両生類の繁殖場所・生息場所の環境悪化

4545

シカの食害による草本・低木の消失シカの食害による草本・低木の消失

草本や低木がない！

林内の乾燥化
表土の流失

4646

斜面の崩壊と倒木の発生斜面の崩壊と倒木の発生

両生類の生息場所の
沢が土砂で埋まる

4747

 シカ対策（個体数管理・防護柵設置）シカ対策（個体数管理・防護柵設置）

 斜面崩落防止対策斜面崩落防止対策

水源地の森を守るために水源地の森を守るために

両生類の生息状況のモニタリングが有効両生類の生息状況のモニタリングが有効

効果の検証
環境の変化に

敏感

オオダイガハラサンショウウオの幼生のモニタリングなど

4848
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